
－152－ 東北農業研究　第18号　（1975）

5　お　わ　り　に

スプリンクラーかん水後の24時間土壌p下，の推移

から，かん水時刻は，かん水効率の上から夕刻又は夜

間かんがいがよく．かん水量の多少によって，士應pfl

降下程度が異なるが，50mm水量では，0．4程度であり，

彦透層は5層45と潤に達することが認められ，1回の

かん水量は50mを必要とすると考えられる。かん水

用始点pF2・Sとした50mかん水では，再び2．5に復

する日数は，時期によって異なるが，1～5日であっ

た○かん水後の地温の変化は，かん水水温と同じにな

るように地温が，上昇又は下降する傾向が確かめられ

た0　したがって，冷水温のかん水は，地温の低下をき

たし，作物低温障害を引き起こす原因になるので貯水

膚に貯溜して水温を高くする必要がある。マルチ栽培

では，7・8月の高温連続早天期に遭遇すると，マル

チによる保水力が消失することが確かめられ，マルチ

においてもかんがいの必要なことが立証できた。以上

冷涼地におけるかんがい上留意すべき点を指摘した。

転換畑の明きょによる排水効果と作物の生育収量

第2報　明きょと心土破砕桝の組合せによる排水効果とキュウリの生育収量

＊山口　信也・＊武田敏昭・＊＊渡部康之介

（＊福島県農業試験場会津支場・＊＊福島県農業試験場）

1　ま　え　が　き

稲作転換田における畑作物栽培の技術的な問題は土

壌条件であり，殊に排水不良から起困する湿害がある。

転換畑における湿害排除の技術方策として暗きよと明

き上による排水法があるが，ここでは簡易な明き上排

水法を採用した。試験区の構成としては明きェの間隔

を異にし，かつ心土破砕耕を組み合わせて排水効果と

第1表　試演区の構成

キュウリの生育・収量について検討した。その結果実

用的と思われる2・5の知見を得たので概要を紹介す

る。

2　試　験　方　法

第1表に示す条件で試験を実施した。キュウリの栽

培法については会津支場稲作転換標準耕種基準によっ

た。

　　 項 目

区 名

供　 試　 条　 件
明　 き　 上　施 工 の 模 式 図

明 き 上の 間 隔 心 土 破 砕 耕

明 き 上 間 隔 4 肌 区 4 ，れ 無
‾L F T T T L ．r L r l r － J

4 m

明 き 上 間 隔 8 肌 区 8 7乃 無
1 √ ・畠・ふ ‥ ナ〕 5 0 C爪 × 5 0 m 「

明 き 上間 隔 8 肌 十　心 土 破 砕 耕 区
8 7れ

明 き 上 と 直 角
方 向 に 1 ナれご と

五 ＿ ‥ ‖ ＿ ＿ ＿ L L H ＿＿＿ ＿＿

深 さ は 5 0 の刀 心 土 破 砕 耕

対　 照　 畑　 区 無 無

供試作物（品種）‥‥夏秋キュウリ（新光A号）

注：試験区については以下4m区・8m区・8，m十心破区と略記する。

心破の深さは，明き上深と同じ50mにした。供試圃場の条件は転換

2年日であり，前作は加工トマトである。
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5　試　験　結　果

1　排水効果について

pF値の動きをみると，降水量の多かった7月2～

4半句，また乾僅期の7月5・d半軌8月1～5半句

を通じて対照畑区のpF値が高く，次いで4m区＞8

椚＋心破区＞8mの順で，明き上間隔4†れ区が最も対

照畑に近いpp値を示した。

明き上からの距離と土壌水分については，第1回に

示すとおりで，8m区では中心点（明き上から47れ）

が明き上から2m位置のpF値より低く，中心部の排

水が悪いことを示している。

2m地点（中心）

2m地点

7　月　　　　　　8　月　　　　　　9　月

弟1図　明き上からの距離と土壌水分
（地表下10とⅦ調査）

これに比較し，4m区と8，乃十心破区の中心部は8

m区の中心部よりpF値が高い傾向が認められる。以

上のことから，明き上による排水領域は明き上から2

m程度と推定され，明き上間隔を4m程度に狭くする

ことにより排水効果が高い。しかし明き上の間隔が8

mの広い場合でも，明き上に直角の方向に心土破砕排

を加えることにより，排水領域が広まり，ほは中心部

まで排水が可能である。

2　排水効果と土盛窒素の動き

初期の土壌窒素は転換畑が多く，7～8月は対照畑

より転換畑が少なく，転換畑では排水効果の高い区程

減少している（第2表）。

第2表　土壌肇素の動き

区　　 名

N H 4 －N 十が0 3 －が（竹 ／ 50 0　 才乾 土 ）

8 月 5 0 日 7月 2 5 日 8 月 2 1 日 9 月 2 1 日

4　肌 区 8 5．5 9 8 1．9 5．5

8　 7れ 区二 4 1．5 1 4．0 8．5 2．5

8 m ＋心 破 区 5 9 5 1 0．7 1．5 2．1

対　 照　　 畑 5 8．2 1 7 4 7 5 2 5．1

1層：8～10（Ⅶ　　2層：10～20の花

5層：20～50（職の合計値

排水効果と窒素の流亡とは密接な関係がうかがえ，

排水の高い明き上工法の基盤では追肥などの施肥法に

ついて充分な留意が必要である。

5　キュウリの生育・収量

発芽時において，対照畑区と4m区が他区に比べや

や遅れ，初期の生育もほはこの傾向が認められ，土壌

水分の豊富な8m区が良い生育を示し，次いで8m＋

心破区＞4m区＞対照畑区の順で対照畑区の生育は劣

勢であった。

時期別の収量では初期収量（8月中旬まで）は8m

＋心破区と8椚区が高く，後期収量（9月）では対照

畑と4刑区が高い（第2図）。
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第2図　キ1ウリの時期別収量

上物（A級十B級）
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規格別収量をみると，上物（A級十B級）の合計収

量では8m＋心破区＞4m区＞対照畑区＞8肌区の順

で，8肌区が上物収量が劣り規格外のものが多かった0

87花区の収量低下の原因は既述のように，中心部の排

水不良によるものと考えられ，7月5半句，8月1半

句，9月5半句に－10（諏地表下のpF値が1．0となっ

た。

4　ま　　と　　め

転換畑の明き上による排水の効果は土壌型や地形に

よって程度に差はあるとしても，本研究においてはか

なり頗著な効果を示し，転換畑の排水法として実用化

できるものと考えられる。

1　明き上による排水領域については，明き上から

2，乃までであり，4m間隔に明き上を施工することが

最も効果的であった。

2　明き上間隔が広い場合（8m程度）でも明き上

に直角方向に1才れ間隔で心士破砕耕を加えると，明き

上間隔4mに近い排水効果を示した。

5　キ1ウリの初期生育は土壌水分の豊富な8m区

が旺盛であったが，品質と収量の点からは8m＋心土

破砕区，4〝l区が好結果であった。転換畑でのキュウ

リに対する排水法は，明き上間隔を4Iれ程度に狭くす

るか，明き上の間隔が広い場合には，これに心土破砕

耕を加えることにより排水効果が高まり，生育収量も

安定する。

4　明き上間隔の広狭・心土破砕耕の組合せ等につ

いては導入作物の特性，耐湿性の強弱等を考慮して検

討すべきであると考える。

転換畑における野菜類導入に関する研究

第　2報　土壌改良資材の種類と施用量

大沢守一・中村元彦・今井栄一・和田山利明

（福島県農業試威場）

1　ま　え　が　き

本県における稲作転換対策試験として，昭和45年

度から47年度までの5カ年計画で「稲作転換に伴う作

物導入に関する研究」として試験を実施したが，本報

告では転換畑における野菜類導入のために下層士改良

条件下（諺き上排水十心土破砕）の転換畑（昭和46

年転換）において，表層土の理学性改良のための改良

第1表　試験区の構成

資材の塩類と施用量について，昭和46～47年の2カ

年にわたり，ユダマノーキャベツーハクサイの作付で

検討した結果の概要を報告する。

2　試　験　方　法

1　供試土壌条件　灰褐色土壌粘土質構造マンガ

ン型　1iC．／旬C（県農試圃場）

2　試験区の構成（第1表）

　　 項 目

区 名　 －＼．

表　 層　 土 改　 良　 資　 材

備　　　　　　 考
もみ がら

キ1ライト
わ　 ら D H －2

無　 施　 用　 区

しっ

○

○

○

J

表層 土改良資 材の 施用 は耕 土 2 ロの乃

もみが ら5 蕗区 に混 祁す る。

1 0 ％区 ○ もみ が ら，バ ー ミキ ュライ トは容積

〝　　 2 0 吻区 ○

○

比。

パ ー ミ　0．5 解区 わ ら， 刀周 一2 は 1 0 乙当 り重量。

もみ 1 0 勿＋バ ー ミ0．5 ％区 ○ 昭祁 4 占年 4 月 2 0 日資 材投入。

わ ら 1 ℃区

〝 2 ℃区

D H －2 5 0時l互

対 照 畑 区

区の境界 はタキ ロン板 で仕切る。




